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2Sa－8 　「モスリン」における図像学的考察

武庫川女子大家政○徳山孝子

〔(社)日本家政学会

　目的　今は、まぼろしの「モスリン」と云われるほど目にすることがなくなった。が、

明治時代から昭和初期にかけて、絹織物の生産高を上回るほど広範囲に普及した。モスリ

ンは、きもの、袴、じゅばん、座布団にまで使われ、日常生活の中にとけ込むようになっ

た。モスリンのデザインは、何を語りかけているであろうか。モスリンを分類、分析する

ことにより、デザインや文様の背後に潜む歴史的背景、世相・諸相を推測し探求した。

　方法　明治後期から昭和初期のモスリン布を約6 0 0枚収集し分類した･｡分類方法は、

日本古来からのデザイン、西洋の影響を受けたデザイン、当時の世相を表現したデザイン

に分類し、さらに、植物文様、動物文様、幾何文様。人物文様等に細分類した。

　結果　モスリンのデザインは多種多様で、当時の世界観、人生観が表現されていた。た

とえば、西洋の影響を受けたデザインには、ウィリアム・モリス、アール・ヌーヴォー等

の影響を受けた文様が多く見られ、植物の文様には、ばら、ゆりが多く西洋のあこがれが

伺われる。子供のじゅばんには、野球のデザイン、戦争のデザイン、おもちやのデザイン

等、当時の流行が推測された。

2Sa－9 篤志看護婦人会の制服・看護衣一鍋島栄子夫人の遺品について一一
大妻女大家政　　　　　○大網美代子　石井とめ子

　目的　明治20年、日本赤十字社に篤志看護婦人会が設立され、それにともなって世間一
般における看護の認識が高まり、職能着としての看護婦の制服や看護衣が確立する。初代
会長をつとめた11代佐賀藩主鍋島直大公の妻、栄子夫人（1855～1941）の遺品並びに貴婦
人達の看護の状況を考察し、さらに日赤の看護婦着用のものと比較検討して職能着の実態
を把握する。

　方法

する。

日本赤十字社の関連資料をはじめ、新聞、写真資料の他に実物資料を加えて考察

　結果　篤志看護婦人会の制服及び看護衣は一般的に使用されている日赤の看護婦着用の
ものとは種々の差異が認められた。また、篤志看護婦人会の貴婦人達は名誉職にとどまら
ず実際面での活躍をしていたこと｡がわかった。
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